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次号
特集

「『やさしい日本語』を用いた外国人診療」（Web
医事新報 No.4961）という記事を読みました。日
本にいる外国人には英語を母語にしていない人も
多く，医療通訳者だけではなく，例えば「漢語を
和語に」「擬音語や擬態語は避ける」など現場レベ
ルでの「やさしい日本語」に取り組み，円滑な外
国人診療，背景の違いを超えた情報伝達に役立て
ましょう，という提言でした。執筆 /編集におい
ても，言葉の選び方や文章の区切り方で印象が異
なってくることは当然ながらよくあることで，わ
かりやすい表現は大事なテーマになります。答え
のないなか，そういった検証を毎回執筆の先生方
のなかで繰り広げていただいています。今回の特
集は，集中治療の各分野のエキスパートの先生方
にお願いし，使い慣れている言葉を見直し，あえ
て論点を絞ってやさしく解説していただきまし
た。これが「はじめに」にあるような歴史を継ぐ
記録の 1 つになっていくかもしれないと思うと，
背筋が伸びます。
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2019年第3号（Vol.7 No.3）（9月発行）

 1． 血小板の機能と抗血小板薬の作用機序
 2． 抗血小板薬をいつどうやって使うのか
［コラム①］アスピリン～その歴史と進化を探る～
［コラム②］新規抗血小板薬の最新エビデンス
 3． 凝固因子の機能と抗凝固薬の作用機序
 4． 抗凝固薬をいつどうやって使うのか
［コラム③］ワルファリン～より深い歴史と知識を追い求めて～
［コラム④］DOACの最新エビデンス
［コラム⑤］ DOAC時代のヘパリン

～それでもまだヘパリン持続静注とPTTの頻回測定に価値はあるのか～
［コラム⑥］NVAFに対する抗凝固薬にまつわるスコアリングとそのエビデンス
［コラム⑦］入院中のVTE予防戦略～DOACはヘパリン皮下注射の座を奪うのか～

 5． 血小板機能異常，凝固異常時に使用する検査とその解釈
 6． 抗血小板薬，抗凝固薬の投与をいつ控えるべきか
 7． 周術期，侵襲的処置時の抗血小板薬，抗凝固薬のマネジメント
 8． double therapy, triple therapy
 9． 高齢者に対する抗血小板薬，抗凝固薬の使い方
 10． 妊娠・授乳婦に対する抗血小板薬，抗凝固薬の使い方
 11． 抗血小板薬，抗凝固薬内服中に生じた出血への対応
 12． 抗血小板薬，抗凝固薬投与中の消化管出血予防

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

今回は抗血小板薬，抗凝固薬という薬剤に焦点を絞って，特集を組みま
す。抗血小板薬ではプラスグレルやチカグレロル，抗凝固薬ではDOAC
（direct oral anticoagulants）が複数登場し，国内外のガイドライン，現
場の診療内容が大きく変化を遂げています。そのような時代の変化のな
かで，いま我々はどう診療すべきなのかを読者の皆様にわかりやすくお
伝えできるように，国内外の新進気鋭の執筆者陣にご協力をお願いして
おります。単に最新の知見をお届けするというのではなく，アスピリン
やワルファリンといった古典的な薬剤が歩んできた「過去」，薬剤の選択
肢が増えるなかでどのように血栓症と出血のリスクを天秤にかけて適切
な薬剤選択をするのかという実診療の「今」，そして現在進行形で行わ
れている臨床試験から透けて見える抗血栓治療の「未来」，そのすべて
を学ぶことができるように構成を工夫しています。また，最新の論文や
国内外のガイドラインの知見をふまえて，どうやって日本型Hospitalist
としてEvidence Based Medicineを実践していくのかという落としどこ
ろを考えるための情報を提供する，いつものHospitalist誌の良さも踏襲
したいと思います。これを読めば「抗血小板薬，抗凝固薬のすべて」を
知ることができ，読者の頭のなかでつっかえていたわだかまりを取り除
く処方になる，そんな珠玉の1冊を目指します。
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